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柘植光彦教授履歴及び業績
履歴
一九三八年七月一九五八年四月一九六三年三月
同年四月
1九六六年三月
同年四月
一九七1年三月
東京都杉並区阿佐ヶ谷で出生東京都立西高等学校を経て､東京大学教養学部入学東京大学文学部仏文学科卒業東京大学 院人文科学研究科国語国文学専攻･修士課程入学同･修了同･博士課程入学同･満期退学
一九六八年四月1九七〇年四月1九七二年四月一九七四年四月
調布学園女子短 大 非常勤講師(七四年三月まで)桐朋学園大学非常勤講師(七二年三月まで)大東文化大学文学部日本文学科専任講師専修 学 学部国 科専任講師
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1九七五年四月1九八l年四月1九八 年四月二〇〇1年四月二〇〇九年三月
同･助教授同･教授フランス･パリ高等研究院特別研究員(九〇年三月まで)東京大学大学院特別研究員(〇二年三月まで)専修大学定年退職
その他非常勤講師　　立教大学　大束文化大学　山梨大学　茨城大学　群馬県
立女子大学
学会活動等
日本近代文学会/評議員(一九八四年-)現代文学会/代表世話人　(一九九五年-)日本文聾家協 知的所有権委員･メディア委貞(二〇〇二年〜)日本学術振興会/専門委員･審査 (二〇〇二 -〇 年)大学評価･学位授与機構 専門委員(二〇〇六年〜 九 )
著書･共著書
文重賞作品集　(後藤明正ほかと共著)　河出書房新社 6 3年
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永井荷風の文学　(宮城達郎ほかと共著)　桜楓社　7 3年現代小説事典　(大久保典夫ほかと共著)　至文堂　74年作家の性意識　(畑下一男ほかと共著)　至文堂　74年私は美しい-(私)をめぐる七つの小説　(単著)　太陽社 7 7大きな赤い太陽　 単著)　深夜叢書社　7 7年対決･刑法一七五条 (小中陽太郎･五味正彦と共著)　亜紀書房  7年現代文学試論　(単著)　至文堂　78年文章入門　(藤井貞和ほかと共著)　8 2 有斐閣近代作家年譜集成　(山田有策ほかと共著) 学燈社　83年編年体･近代文学二一〇年史　(亀井秀雄ほかと共著)　学燈社　8 5年日本文学史辞典　(三好行雄ほかと共 角川書店 87年発禁･近代文学誌　(延広真治ほかと共著)　学燈社 0 2ポエジーの誘惑-現代詩殺人事件 (山口雅也ほかと共著)　光文社　0 5年
編著書
アニメ･遠藤周作　至文堂　7 4年現点･現代日本文学研究　全1 0巻　現点の会　8 3-9 0年村上春樹スタディーズ　全5巻 (粟坪良樹と共編)　若草書房 9 9年
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村上春樹1テーマ･装置･キャラクター　至文堂　0 8年遠藤周作-挑発する作家　至文堂　0 8年
共同編集
三好行雄教授退官記念論文集｢日本の近代小説｣　(石丸晶子･野山嘉正･羽鳥徹哉･渡部芳紀と共編)　東京大学出版
会　86年
三好行雄著作集　全7巻　(石丸晶子･岩見照代･大野淳1･小野隆･白石喜彦･鈴木貞美 鈴木秀子･関谷1郎･高
田知波･高橋博史･滝藤満義･登尾豊･野山嘉正･羽鳥徹哉･林贋親･山田有策･渡部芳紀と共編)　筑摩書房93年論文　(年譜･注解等を含む/書評･事典項目執筆は除-)
大江健三郎作品年譜　新潮社｢大江健三郎全作品｣付録　6 7･2永井荷風作品注解　中央公論社｢日本の文学‥水井荷風 　67･1 2三四郎の問題　日本近代文学会｢日本近代文学｣　68･5永井荷風のゾライズム　｢調布学園女子短大紀要｣　6 9･9大江健三郎キーノーー｢国文学解釈と鑑賞｣　6 9･9永井荷風年譜　筑摩書房｢明治 全集‥水井荷風｣　6 9･1 2永井荷風参考文献目録　筑摩書房｢明治文学全集‥水井荷風｣ 6 1 2坂口安吾｢堕落論｣｢国文学解釈と鑑賞｣　70･1 2
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安部公房｢燃えつきた地図｣論｢国文学解釈と鑑賞｣　7 1･-大江健三郎｢性的人間｣論　｢国文学解釈と鑑賞｣　7 1･7大江健三郎における想像力の特質｢ 賞｣　7 1･7大江健三郎と性｢国文学解釈と鑑賞｣　7 1･7倉橋由美子｢スミヤキス-Qの冒険｣論｢国文学解釈と鑑賞｣　7 1･8大江健三郎と世代｢国文学解釈と鑑貴｣　7 1･9近代文学における｢私｣｢ 賞 7 1･9大庭みな子｢三匹の蟹｣論｢国文学解釈と鑑賞｣　7 2･3磯田光一｢殉教の美学｣論｢国文学解釈と鑑賞｣　7 2･5野坂昭如における笑いの本質｢ と鑑賞｣　7 2･6武田泰淳とドストエフスキー｢国文学解釈と鑑賞｣　72･7三島由紀夫へのアプローチ　 国文学解釈と鑑賞｣　72･1 2荷風の模索　大東文化大学｢日本文学研究｣　73･-小栗虫太郎｢黒死館殺人事件｣論　｢国 解釈と鑑賞｣ 7 3･2荷風文学の源流　桜楓社｢永井荷風の ｣　73･5｢腕-らべ｣論1荷風と見立て　桜楓社｢永井荷風 文学｣ 7 3･5坂口安吾と同時代作家｢国文学解釈と鑑賞｣　7 3･7岩田豊雄｢海軍｣論｢国文学解釈と鑑賞｣　73･8
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埴谷雄高-戟後批評と革命思想｢国文学解釈と鑑賞｣　7 3･1 1現代映像論｢アサヒカメラ｣　73･1 2安部公房　学燈社｢現代文学研究必携｣　73･1 2主要モチーフから見た福永武彦｢国文学解釈と鑑賞｣　74･2埴谷雄高のテ マとモチーフ　｢国文学解釈と鑑賞｣　74･6菊村到｢硫黄島｣　ほか2篇解説｢国文学解釈と鑑賞｣　74･7作家の性意識-福永武彦｢国文学 釈と鑑賞｣臨時増刊　74･1 無頼への道程-太宰治｢国文学解釈と鑑賞｣臨時増刊 4同時代への羨望-芥川龍之介｢お富の貞操｣ ｣7 5･2埴谷雄高　有精堂｢国語科教育研究講座｣第6巻 7 5･2筆者へのアプローチー森有正｢霧の朝｣ 古典と現代｣　7 5･5三島由紀夫と｢天皇｣｢国文学解釈と鑑賞｣　7 5･5三島由紀夫｢豊穣の海｣論　至文堂｢現代文学講座｣第八巻　7 5･6作家研究法-福永武彦｢国文学解釈と鑑賞｣　7 5･7作家研究法-埴谷雄高｢国文学解釈と鑑賞｣　7 5･7吉行淳之介と近代文学-都会性をめぐって｢国文学解釈と鑑賞｣　7 l習作期の大江健 郎-小説｢火山｣ 中心に｢専修 文 H荷風における正妻不在-戯作者的態度 形成｢国文学解釈と鑑賞｣　7 5･1 2
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∩ ン
戯作者の壁-永井荷風｢四畳半襖の下張｣論｢現代詩手帖｣　76･4埴谷雄高の文体｢国文学解釈と鑑賞｣　76･4大庭みな子｢栂 夢｣論｢国文学｣　7 6･7五木寛之と戟後世代｢国文学解釈と鑑賞｣　76･8社会を措-女流文学の眼｢国文学解釈と鑑賞｣　7 9埴谷雄高研究の展望と視点　冬樹社｢埴谷雄高 76･9荷風小論-初期の漢詩 ｢専修国 ｣　76･1 1三島由紀夫の短編小説｢国 ｣　7 6･1 2読みにくさの問題｢文学界｣　7 7･-位置をめぐる小説｢文学界｣　7 7･5中村真一郎｢四季｣論｢国文学解釈と鑑賞｣　7 7･5荷風の美的世界　有斐閣 講座近代文学(3)｣　7 ･6永井 ｢四畳半襖の下張｣-作品 検討 亜紀書房｢対決･刑法一七五条｣　7 7･6永井荷風における｢四畳半襖の下張｣　の位置　 1七五条｣　7･6閃光の帯-福永武彦｢死の島｣｢国文学解釈と鑑賞｣　  7･7行動のテーマ　｢国文学解釈と鑑賞｣　7 7･9埴谷雄高｢死霊｣論 父なきカラマーゾフ ｢国文学｣ 7 8･-永井荷風-独棲求道｢国文学｣　7 8･3
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学問はどこに｢文学界｣　7 8･4松本清張論-不条理を見つめる眼｢国文学解釈と鑑賞｣　7 8･6戟後生まれの作家たち｢国文学解釈と鑑賞｣　7 8･8現代作家の文体｢国文学｣　78･1 1同時代文学の動向　学燈社｢日本文学全史｣第6巻　7 8･1 1武田泰淳･埴谷雄高-作家の出発期と 活動｢国文学解釈と鑑賞｣　7･1 2作品とのつなが-を求めて｢文 界｣　7 9･-現代女性作家における性表現｢国文学解釈と鑑賞｣　7 9･5現代戯作者論-井上ひさし｢国文学解釈と鑑賞｣　7 9･8吉行淳之介｢国文学解釈と鑑賞｣　7 9･9戦後･現代文学の年代的整理-一九七〇年代｢国文学解釈と鑑賞｣ 7 9･1 2一九七〇年代のブラック･ホールー埴谷雄高｢死霊｣｢流動｣　7 9･1 2現代作家110人の 体｢国文 ｣臨時増刊　7 9･1 2学問論としてのワイセツ裁判　ワイセツ講座講演録編集委員会編｢ワイセツ講座講演録｣　80･2｢戟後文学｣　の異端と正系-安部公房二二島由紀夫の問題｢国 学｣　80･4苦行淳之介｢砂の上の植物群｣ 内在する言語空間｢国文学解釈と鑑賞｣ 80･6福永武彦論-現実の手ざわりの問題｢研究と指導･高校クラスルーム｣　80･6関係幻想の文学-中上健次･津島祐子の世界｢国文学解釈と鑑賞｣　80･6
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女流の幻想とリアリティ　｢国文学｣　80･1 2現代文学 諸相-批評･研究の側からのとらえ方｢国文学解釈と鑑賞｣　8 1･2作品への視点-井上ひさし｢モッキンポッ-師の後始末｣｢国文学｣8 1･3批評消滅の季節に｢早稲田文学｣　8 1･7埴谷雄高と島尾敏雄　東京法令｢国語科指導資料集｣　8 1･8エッセイスー筒井康隆の批評精神｢ 文学｣　8 1 8純粋作品論は可能か｢国文学解釈と鑑賞｣　8 1･1 2現代文学･そのsF的前衛-半相良｢国文学｣　82･8埴谷雄高氏の現況　角川書店｢鑑賞現代日本文学｣82･9戟後作家の言葉　｢国文学｣臨時増刊　83･前史から本史へ-近代文学研究の基軸 転換｢現点･現代日本文学研究｣1号 3 2ユーモア小説の世界　河出書房｢ブックガイドブック｣　83･3埴谷雄高年譜｢国文学｣臨時増刊83･4大江健三郎研究　東京堂出版｢現 事典｣　83･7埴谷雄高｢別冊国文学｣　83･7筒井康隆論の書き方-一枚 100枚まで 新潮社｢筒井康隆全集｣第5巻　83･8つかこうへい　｢蒲田行進曲｣- ･シナリオ･映画｢ 　8 3･9わいせつ文書裁判へ 新しい論点｢専修国文｣　83･9
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島尾敏雄の方法-整合性の破棄｢視点･現代日本文学研究｣　2号　83･1 0秋山駿｢舗石 思想｣ほか2篇解説｢国文学｣臨時増刊　83･1 1｢荷風文学｣解題･解説　日本図書センター｢荷風文学｣　84･2村上龍のアネモネ･橋本治の玲奈｢国文学｣臨時増刊　84･3無署名の ｢国文学 釈と鑑賞｣　84･3吉行淳之介 方法｢現点･現代日本文学研究｣　3号　84 4大江健三郎と筒井康隆｢国文学｣　84･8井上光晴の方法｢視点･現代日本文学研究｣ 4号　84･1 2世代としての中上健次･村上春樹｢国 ｣　85･3三枝和子の作品｢現点･現代日本文学研究｣　5号　85･5金鶴泳さんの記憶　｢ 代文学招待席｣　1号　8 5 7筒井康隆の方法　｢現点･現代日本文学研究｣　6号　8 5･1 1三好行雄｢作品論の試み｣他2点解説｢国文学｣ 8 5･1 2正しい作家は明るい作家-女性文学論｢週刊読書人 86･2学界展望･近代　 国文学年鑑｣昭和60年版　86･3実存主義　至文堂｢日本文学新史｣　8 6･5女流文学は現代文学の指標となりうるか｢国 ｣　86･5淑石の肖像｢ARON｣　86･5
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村上･筒井がなぜ悪い-曽根博義民に問う｢東京新聞｣86･6　(以下曽根氏との論争)永井荷風｢甚束縛讃｣東京大学出版会｢日本の近代小説｣86･7井上ひさし｢吉里吉里人 他二点解説｢国文学｣　86･8三島由紀夫-作家の謎｢国文学｣臨時増刊8 6･9浅草･吉原･隅田川-東京下町の解読｢ARON｣　87 2新世代の海外感覚･70年安保｢ ｣　8 7･8近代文学瞥見　(連載)　｢海燕｣　88･4-89･3｢昭和文学｣にとって｢昭和｣とは何か 日本近代文学会｢日本近代文学｣　88･5短編小説盛衰史｢高校通信東書国語｣　88･1 0後藤明生｢行方不明｣解説 福武文庫 行方不明｣　89･9森鴎外･発禁問題｢別冊国文学｣　89･1 0作家論の方法-作品の構造から｢国文学｣　90･6大江健三郎 キーワード｢国文学 　9 0･7世界の映画二九八九｢現点･現代日本文学研究｣　1 号　9 0メタフィクション-現代批評のキーワード｢国文学｣　9 1･6第二の言文1致｢国語展望｣　9 1･6軍神のイ ージ　｢波｣　9 2･-横田順禰｢さらば地球よ 解説　徳間文庫｢さらば地球よ｣9 2 -
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作家案内-島尾敏雄　講談社文芸文庫｢はまべのうた｣　9 2･-夢と文学｢こころの科学｣　92･-作品から へ　｢専修国文 9 2･-内田百聞｢贋 吾輩は猫である｣解説　福武 贋作吾輩は猫である｣　92･3内田百聞｢贋作吾輩は猫である｣論 至文堂｢昭和の長編小説｣　92･7現代小説の話法｢専修国文｣ 92･8今月の純文学　(連載)　｢月刊オーパス｣　9 3･1-1 2椎名誠の魅力-三つのとらえ方｢ 語科通信｣　9 2尾形良助氏への手紙｢専修大学人文科学研究所月報｣ 93･3不器用な師匠-戦中派学者としての三好行雄 ち-ま｣　93･3笑いの文学史｢海燕｣　9 3･5現代小説 話法(2)　｢専修国 ｣ 93･8イエス像-遠藤周作｢国文学 3･9小川洋子｢余白の愛｣解説　福武文庫｢余白 愛｣　93･1 1吉本ばななの世界的な意味 海燕｣　94･2大江健三郎の読み方｢月刊オーパス｣ 94･1 戦後文学研究の新しい出発｢東京新聞｣　9 5･6戦後文学クロニクルー五十年の文学史｢国語科通信｣　9 6
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大江作品の魅力｢月刊国語教育｣　9 5･6周辺メディアと文学｢国文学｣　9 5･7戟後文学史への論点｢専修国文 9 5･8山田風太郎｢戦中派不戦日記｣論｢国文学｣9 6･2現代の文体-中上健次　東京堂出版｢スタイルの文学史｣9 6･3｢無根拠｣という名のスタンス　大明堂｢無根拠の時代 9 3大江健三郎全小説事典｢国文学｣臨時増刊9 7･2戦後派以後の世代的紡徳　岩波書店｢講座 本文学史｣9 7･2永井荷風｢四畳半襖の下張｣校注･解題｢ユリイカ｣9 7･3明治村で考えたこと｢専修人文論集｣9 7･3原郷としての佐世保-村上龍そして井上光晴｢ユリイカ｣臨時増刊　9 7･6メディア ｢性｣専修 学出版会｢性を問う･表現｣97･1 0村上春樹データベース　｢国文学｣臨時増刊　98･2遠藤周作-｢イエス｣のメディオロジー　東京大学国語国文学会｢国語と 98 4島田雅彦｢天国が降って-る｣-内部メディアとしての構造破壊｢国文学｣臨時増刊　9 忘解説　若草書房｢村上春樹スタディーズ｣第2巻 9 9･7解説　若草書房｢ スタディ ズ｣第3巻　9 9･8解説　若草書房｢村上春樹スタ ィーズ 第4巻　9 9･
16尊修国文　第84ぢ･
円環/他界/メディアI村上春樹｢スプ1-ニクの恋人｣からの展望　若草書房｢村上春樹スタディーズ｣第5巻
9 9 ･ 1 0
読書日録｢週刊読書人｣　oo･7･1 4-2 8文学に幻想は必要か｢週刊読書人｣　oO･9現代日本文学の内面的傾向　韓国日本学会｢日本学報｣　oo･1 2宗教ウオッチャー｢大法翰｣　0 1･8濃褒なぜ悪い-｢四畳半襖の下張｣と｢愛のコリーダ｣裁判 国文学｣　02･7現代日本文学研究　私学研修福祉会｢私学研修｣　02 2永井荷風｢澄束縛謬｣-磯田光一と 未完の論争｢国文 解釈と鑑賞 0 2･1 2大きな'自由な知的作家-三枝和子｢週刊読書人｣　03･5新人小説月評　(連載)　｢文学界｣　03･7-04･-埴谷雄高-成長する埴谷世界･神林長平を視座 して｢国文 解釈と鑑賞｣ 0 5･-ポップカルチャーの中の文学　日本近代文学会 日本近代文学｣ 0 5･1 0内向の世代･作家作品ガイドー純文学の輝き｢国文学解釈と鑑賞  6･6安部公房スタジオI反言語 試み　至 堂 現代演劇｣　06･1 2国語国文学界 展望-戦後･現代　東京大 国語国文学会｢国語 国文学 　07･5埴谷さんのいた風景｢神奈川近代文学館｣ 07･1 0三枝さんのいた風景　鼎書房｢三枝和子選集 7･1 1
17　柘植光彦教授履歴及び業績
メディウム　(韮者･霊媒)としての村上春樹｢国文学解釈と鑑賞｣別冊　08･-あふれるメディウムたち-村上春樹メディウムリス-｢国文学解釈と鑑賞｣別冊　08･-永井豪｢バイオレンスジャック｣解説　日刊スポーツ新聞社｢永井豪撰集｣第1巻　08･-遠藤周作｢深い河( ープ･リバー)｣I生と死の逆転　至文堂｢遠藤周作-挑発する作家｣08･1 0五木寛之-｢朱鷺の墓｣の金沢｢国文学 釈と鑑賞｣08･1 1総論･現代作家と仏教｢国文学解釈と鑑裳｣09･2瀬戸内寂聴-超越する宗教者｢国文 覚 0 9･2
対談･シンポジウム(書籍･雑誌等に掲載されたもの/カッコ内は対話者･同席者)
森有正へのアプローチ　(長谷川泉)　｢古典と現代｣75･5大江健三郎の作品を分析する　(秋山駿･粟坪良樹･山田有策)｢国文学｣79･2福永武彦の作品を読む(菅野昭正･首藤基澄･中島国彦)｢国文学｣80･7現代文学の構造(森川達也･磯田光1･栗坪良樹) ｢国文学解釈と鑑賞 8 1･2わいせつ裁判とは何か　(五味正彦･中川五郎)｢国文学解釈 鑑賞｣8 1･4現代文学とは何か　(奥野健男)　　｢国文学解釈と鑑賞｣82 2｢死霊｣の展開(埴谷雄高･玉城正行‥水島貴書･与那覇恵子)｢視点･現代日本文学研究｣1号　83･2小説のなか 女たち(島尾敏雄･玉城正行‥水島貴書･与那覇恵子) 現 ･ 2 3･1 0小説の表現とリアリティ　(吉行淳之介･玉城正行‥水島貴書･与那覇恵子) 現点･現代日本 研究｣3号　84･
18専修国文　第84号
4淳とエイスケ氏(吉行あぐ-)｢硯点･現代日本文学研究｣3号　84･4現代長編小説の魅力(経秀実･鈴木貞美)｢国文学解釈と鑑賞｣8 5｢恐かれた人｣の軌跡(井上光晴･玉城正行‥水島貴書･与那覇恵子)｢現点･現代日本文学研究｣4号　84･1 2井上文学をめぐって(瀬戸内晴美･玉城正行‥水島貴書･与那覇恵子)｢現点･現代日本文学研究｣4号　84･1 2小説の方法と女の思想(三枝和子･玉城正行‥氷島貴書･与那覇恵子)｢規点･現代日本文学研究｣5号　85･5三枝和子 こと･｢審美｣のこと(森川達也･玉城正行･,氷島貴書･与那覇恵子)｢現点･現代日本文学研究｣5号
85●5
虚構への航跡(筒 康隆 玉城正行‥水島貴書 与那覇恵子)｢現点･現代日本文学研究｣6号　8 5 1 1少年康隆の日々(筒 嘉隆･筒井八重･玉城正行･与那覇恵子)｢硯点･現代日 ｣ 5･1 1小説の解体･小説の発見(後藤明生･玉城正行‥水島貴書･与那覇恵子)｢規点･現代日本文学研究｣7号　87･5文学史の問題(今村忠純･大久保典夫)宮 学院女子大学日本文学会　87･1 1物語の方法(井上ひさし･玉城正行･永島貴書･与那覇恵子)｢現点 現代日本文学研究｣8号　88･1 0作家というネッ-ワーク(高橋源一郎･玉城正行‥水島貴書･与那覇恵子〓現点･現代日本文学研究｣9号　8 9･
3
文学理論と情報(字波彰･玉城正行‥水島貴書･与那覇恵子)｢硯点･現代 研究｣9号　89 3僕は測量技師(島田雅彦･今井清人･榎本正樹･玉城正行‥氷島貴書･与那覇恵 ･pゲイブリエル)｢硯点 現代
日本文学研究｣　10号　90･10
19　柘植光彦教授履歴及び業績
フランスにおける現代日本文学(坂井アンヌ･坂井セシル･pドゥヴオス二二呂正之)｢視点･現代日本文学研究｣
10号　90･10
『批評』とは何か(柄谷行人･小森陽一)｢国文学｣9 1･6『視点』の成立と発展 高橋勇夫 樋口淳･今 清人･榎本正樹･横井司･与那覇恵子)｢専修大学人文科学研究所月
報｣　91･7
フェミニズムの言語(荻野アンナ)　｢国文学｣9 2･1 1三島由紀夫というテクスー(島田雅彦)　『 』　93･5世界の中の吉本ばなな(Hゴスマン･Eフロイド･股恵蛾)｢国文学｣94･2オクイズムな現象(奥泉光)　｢すぼる｣94･3小説の女主人公は美人で ければいけない (筒井康隆)｢海燕｣94･3生野頼子徹底解剖(生野頼子)　『月刊オーパス』9 5･-現代作家のキーワード 荻 アンナ･奥泉光)　　｢国文学｣9 6･8戟後派の再検討(川村湊･富岡幸1郎)｢国文学解釈と鑑賞｣0 5･1第三の新人二二世紀からの照射(大杉重男･伊藤氏貴)｢国文学解釈と鑑賞｣06･2村上春樹 魅力-研究者 視点から(鈴相和成･川村湊･藤井省三)｢国文学解釈と鑑賞｣別冊08･l半世紀の記憶-小説はどのように書 れたか(遠藤順子･小嶋洋輔)至 堂『遠藤周作-挑発する作家』08･1 0
